
●例会場　アパホテル室蘭 ●例会日　毎週火曜日　12：30　P.M.
●事務所　室蘭市中島町2丁目28-6（アパホテル室蘭）
●電　話　0143-45-6569 ●ＦＡＸ　0143-50-6578
●URL http://murokita-rc.org/ ●E-mail  mur-n.rc@athena.ocn.ne.jp

※例会終了後、定例理事会を開催致します。

※18：30より、クラブ協議会を開催いたします。

2021年5月11日（火）　第2354回　例会

●5月は青少年奉仕月間です。
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室蘭北ロータリークラブ会報

本日のプログラム

室蘭岳

次回献立 中華弁当（茄子のピリ辛、三色サラダ、カニ
焼売、豚柔らか煮）

菅原　正明 会員
クラブ管理運営委員会

卓話「ロータリーについて」
次回の予定プログラム

出席報告
会員数
出席免除者数
出席義務者数

53名
1名
52名

出席者数
欠席者数
出席率

32名
21名

60.38％

各種記念日

ニコニコＢＯＸ

2020～2021年度　国際ロータリーテーマ

ROTARY Opens Opportunities 
　　「ロータリーは機会の扉を開く」
　　　　2020～2021年度 ＲＩ会長 ホルガー・クナーク

前回までの例会の報告

第2353回（4月27日）例会記録

本日献立 粗食例会（チキンカレー、スープ、マカロニ
サラダ、デザート）

赤崎幸三（エバーグリーンのワクチン接種開始。
みんな早く終わりますように）
藤井徹也（桜が咲きました）
猪俣英二（体調がさらによくなりました）
佐藤隆夫（先日は母の葬儀ありがとうございました）
小野寺浩二（国際奉仕フォーラム無事終わりました）
西野義人（息子の野球部が黒獅子旗杯へ出場します）

１．次回５月４日の例会は法定休日のため休会
です。

２．地区大会オンライン登録の会員の皆様へ、
接続方法等の説明
＊ポリオプラス募金、1人100円とワンコイン
ニコニコBOXのご協力をお願い致します。
お近くの募金箱に寄付をお願い致します。

幹事報告

１．親睦活動委員会より
　　例会終了後、親睦活動委員会がございます。
関係者はお集まりください。

委員会報告

結婚記念日　西野　義人 会員　4月29日

青少年奉仕委員会　　　　
委員長　西野　義人 会員
クラブ管理運営委員会

卓話「室蘭北ローターアクトクラブ活動報告と
　　　　アクト紹介パンフレットが出来ました」

創立記念日　浜飯　龍人 会員　4月27日



　“鉄鋼マン”から転身して十数年が（ロータリー
歴と重なる）、社会医療法人の副理事長として法人
の経営に手腕を発揮している。総務・労務・事務部
門だけでなく“医療マン”として、いま問題となって
いる本市（西胆振）の地域医療、室蘭中核三大病院
再編問題、躍進する製鐵記念病院の経営戦略など
突っ込んだ内容の卓話であった（加藤記）

1．第二次中間とりまとめ、3病院の合意事項
・東室蘭地域に西胆振全体をカバーする広域型の
高度急性期・急性期医療を担う拠点医療機関を
新病院の建設も視野に一つ整備
・蘭西地域に室蘭市地域密着型の回復期・慢性期・
比較的軽微な急性期医療を担う医療機関を整備
・三病院の再編等に向け、市立室蘭総合病院は経
営改善図り、地方独立法人化を含めより柔軟な
運営方法を2020年度中に策定する新たな改革
プランを検討

２．市立と民間（社会医療法人）との経営的な壁は
大きい

・膨大な累積赤字を抱え債務超過状態にある市立
病院と健全経営の民間病院（社会医療法人）と
の経営統合は極めて困難
・一法人化（経営統合）を初期目標とするのでは
なく、当面は、二法人化をめざした段階的な医療
機能の連携再編が現実的選択
・市立病院が実態に見合ったダウンサイジング（病
床削減）、公立が担うべき分野への重点化を含
む機能転換、人件費抑制など慢性的な赤字体質
脱却を含めた構造改革を行うことは、経営統合
を議論する前提であり必須条件

３．地域住民や議会への説明、西胆振地域医療構
想との整合性が重要

・市立病院の本当の実態も含め、地域医療の現状
を正確に把握することが重要
・この地域では、民間病院（社会医療法人）が、一
般的に公立病院が担うとされる不採算部門（小
児・周産期、救急、災害、感染）においても市立病
院を上回る多大な役割・機能を果たしている。こ
れは道内地方都市では見られない、まれな地域
特性であるが、このことの認識が不十分。

・再編問題は、室蘭市だけでなく、二次医療圏（西
胆振）全体を考えることが大変重要であり、三病
院以外の医療機関を含む地域医療調整会議（道
主催）の場で十分議論必要

４．再編協議会は、なぜ結論に時間を要しているか
・室蘭市および市立病院が、市立病院の立ち位置
や将来のあり方、慢性的な赤字体質や財政的問
題をどう解決していくかの明確な方針がなく、三
病院再編という一つ先の段階を急いだことが最
大の要因　
・市立病院の医師数や患者数の減少を、客観的
データを検証することなく、この地域における三
病院共通の現象で、「将来このままでは三病院
共倒れ」と誤った認識をもっていること。
・当院は、市民及び他の医療関係者への理解を得
るためにも、協議会の内容は簡潔に要約したも
のを、会の都度文書で公開すべきと主張してき
たが、異なる意見があり実現できず。

５．当院の今後の方針
・３病院の合意事項の実現させるため、三病院が
それぞれ自院は今後に何なにをすべきかを大き
な方針と具体的なアプローチを示すべき。
・当院は、入院症例数、救急搬送入院症例数、全身
麻酔手術症例数はじめ、何よりも医師数におい
て、現状においても地域の急性期医療の拠点
・当院は、第二次中間とりまとめ合意事項の「東室
蘭地域に西胆振の高度急性期・急性期の拠点病
院」形成において、中心的な役割を担っていきた
いと考えており、具体的再編は、地域の医療提供
体制の急激な変化を避けるためにも、当院が受
け皿となり段階的な移行によって進めていくこ
とが現実的であると考えている。

前回例会のプログラム

齊藤　俊一 会員
クラブ管理運営委員会

卓話「室蘭三病院再編に
　関する現状と当院の考え方」



IＭ実行委員会

ＩＭ中止お詫び行脚開始
　加藤栄吉ガバナー補佐、内池秀光ガバナー補
佐幹事、西野義人IM実行委員長の３名は２月６日
開催予定であった当クラブ主催「ＩＭ（都市連
合）」中止となったため、そのお詫びと登録御礼
のため第９グループ内各クラブを廻ることとなり、
最初は４月２１日（水）室蘭東ロータリークラブ（会
場/蓬莱殿）を訪問した。結果については納得し
てくれ逆に励まされた。
　この後５月１０日洞爺湖ロータリークラブを始め
全クラブ訪問予定。

　今月で実験が落ち着いてきたので、データ分析
と執筆が主になってきました。ラボに行く必要がな
いときは家で仕事をしています。新居にもともと
あったTVをモニター代わりにすることができたの
で作業環境も快適に整いました。5月中に修士論文
を提出できる形にして、6月頭に控えている発表準
備を進めます。データ分析の際に新たなソフトウエ
アとしてGraphPadPrismを利用するようになり
ました。将来的には、Rなどのスキルも上げていき
たいですが、今回の修士論文に関しては操作性が
簡単で様々な分析とグラフ作成ができるGraph-
PadPrismに助けられています。下水処理場での
実験はサンプリングは一時停止していますが、修士
課程の卒業後に始める博士課程でも同じ装置を利
用していく予定なので、装置自体の運転は続けて
います。
　博士課程に関しては、北海道大学で取得した修
士号を使って応募していたので、先日雇用契約が
確定しました。博士課程ビザの申請を早めにでき
るようにするため、書類上の契約は5月からとなっ
ていますが、実質的には6月中に修士論文の修正や
出版のための編集をして休暇を取ったあと、8月頃
から開始する計画を指導教官と話しています。
　またIWA publishing（International Water 
Association）のOpen Access Ambassadors 
Programme（https://iwaponline.com/Open_-
Access/pages/oa_ambassadors）に参加でき
ることとなりました。水分野の研究に関して、オープ
ンアクセスを推し進めるために活動する予定で、3月

に応募していたのですが先日採用されたとの連絡を
いただきました。2015年に北海道大学にて
CoSTEPという科学技術コミュニケーター養成プロ
グラムを修了した頃から、研究のアウトリーチや学
際的な協働を活発化していくことにも関心があった
ため、その鍵ともいえるオープンアクセスを促進する
活動をIWAでできることが大変嬉しいです。
COVID-19の状況次第ではありますが、来年デン
マークで開催が予定されているIWA World Water 
Congressに参加するための旅費補助も受けられ
るようです。他のAmbassadorも各国で水分野の
研究を行っている若手研究者であるため、博士課程
期間のネットワーキングにも活用していけそうだと
感じています。詳しいことは5月頭に予定されている
第一回のオンラインミーティングで分かるので、また
来月修士論文のまとめと共に報告します。

ロータリー月例報告　Vol.20
　重井　真琴　　　留学先：スウェーデン農業科学大学（SLU）

Goecentrumの前に植えられている桜が咲いていました。

（室蘭東RC訪問にて）




